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ウイルス届出件数が3倍に急増コンピュータウイルスq

解   説

第 3 章   犯 罪 ・ セ キ ュ リ テ ィ ー

情報処理振興事業協会（IPA）に届

けられたウイルスの件数を見ると、2000

年がそれまでの件数に比べ3倍増と突出

しており、2001年も2か月間で4000件を

越える急増を示している（資料3-3-9）。

これは、2000年1月から2月にかけての省

庁系のウェブ改竄事件や、ラブレターウ

イルスメールによる一般ユーザーへの被害

の広がりなどが背景にある。

2000年4月から2001年2月までの毎月

の届け出数を見ると（資料3-3-10）、2000

年暮れから2001年初頭にかけてのラブレ

ターウイルスメール事件が、2000年から

の届け出数を大きく押し上げていること

がわかる。2001年2月からは減少してお

り、情報が行き渡って一段落着いて来て

いることがうかがえるが、ウイルスは忘れ

た頃にやってくるので安心はできない。

どのような経路でウイルスがやってきた

かを見ると（資料3-3-11）、この6年間で

明らかにフロッピーディスクなどの外部媒

体の経路が減少し、メールを媒体として

いるものが急増している。「不明」の率も

少なくなってきており、一般ユーザーがパ

ソコンの使い方に慣れてきていることがう

かがえる。

メール機能を悪用したウイルスの代表

例を示す（資料 3-3-12）。これらは、

Outlook Expressなどのアドレス帳や送

受信トレイなどにあるメールからアドレス

データを盗用し、もっともらしい形でウイ

スル感染ファイルを送りつけてくることが

多い。このため、つい気を許してしまう

誘惑が高く、メール悪用ウイルスは今後

の被害の主流になることが予想される。

添付ファイルに気をつけることで防げる場

合も多いので、添付ファイルへの注意を

徹底したい。

（安田直義　株式会社ディアイティ）
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資料3-3-9　コンピュータウイルスの届け出件数（年別推移）

（注）2001年は1、2月の2か月間の数値 出所　IPAのデータから安田直義氏が作成 出所　IPAのデータから安田直義氏が作成
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資料3-3-11　届け出感染経路の割合の年別推移

出所　IPAのデータから安田直義氏が作成（注）2001年は2月までの累計

出所　IPAのデータから安田直義氏が作成

資料3-3-10　 コンピュータウイルスの届け出件数（月別推移）
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資料3-3-12　メール機能を悪用するウイルスの例

W32/Ska（Happy99）メール送信時にウイルスを添付したメールを同じ宛先
に送信

W32/MTX メール送信時にウイルスを添付したメールを同じ宛先
に送信

W32/ExploreZip メール受信時に送信者へウイルスを添付したメールを
送信

VBS/LOVELETTER 登録アドレスにウイルスを添付したメールを送信

W32/Navidad 受信トレイにあるメールを再利用して、ウイルスメー
ルを送信

W32/Hybris 送受信メール、ウェブサイトなどから取得したアドレス宛
にウイルスメールを送信
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